
進路に合わせて選択できる

〒981-4294 加美町字一本柳南28〒986-0775 南三陸町志津川廻館92-2

「文理医療」「商業実務」「教養総合」の３つの類型制から選
択。自分の「専門化」を目指し、夢への第一歩を踏み出し
ます。

５教科の授業を中心に総合的学力アップ

進学のみならず、民間企業や公務員などへの就職のため
に必要となる基礎学力を身に付けます。

文理医療
地域・世界のIT人財を育成する

「物を売る」「取引する」「プログラミングを生かす」「商品開
発する」経験や簿記の知識を生かして、ビジネスの世界で
即戦力となる起業家精神を持つ人財を育成する学科です。

情報ビジネス科

新しい類型制
一人一人がもっとよくなる

少人数指導と個に合わせたカリキュラム、そして公営塾『志
翔学舎』の手厚いサポートで、なりたい自分に向けて、強
力にサポート。

自分発見・夢実現

商業の基礎力養成と資格の取得

社会人になってからの実践力を身に付けるために、コン
ピューター活用能力の養成と資格取得を目指します。

商業実務

雄大な自然・豊かな食文化・ダイナミックなスポーツ（カヌー
やロードバイクなど）を体験。
加美町を満喫しながら、地域に貢献できる人間へ。

「地域創造学」で加美町の魅力を満喫
教養総合

「地域学・地域探究学」などの学校独自の科目を通して、地
域の人々とつながりながら、課題解決の力を養い、地域の
活性化と自己実現を両立した学びができる学科です。

地域課題を探究し、自己実現を目指す
普通科

公立高校で全国募集始めます
　令和５年度入試から、南三陸町・志津川高校（令和５年４月から（仮称）南三陸高校）と加美町・中新田高校の２校におい
て、全国からの生徒募集を行います。
　県外の生徒と本県の生徒が共に学びながら、互いに高め合います。
　地域と密着した両校の教育は、県内受験生にとっても魅力的です。
　全国募集を機に、新たな魅力を再発見してもらうため、両校の特色を紹介します。

問 高校教育課　☎022（211）3624

令和５年４月より、志津川高校から

森・里・海・ひとがキラめく
「南三陸kizuna留学」

（仮称） 南三陸高校へ 自主・誠実・協和自主・誠実・協和
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
ス
タ
ー
ト

　
高
校
で
は
、
令
和
４
年
度
の
新
１
年
生
か
ら
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
に
必
要
な
資
質
・

能
力
が
、
次
の
三
つ
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

①
生
き
て
働
く「
知
識・技
能
」

②
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る

　「
思
考
力・判
断
力・表
現
力
等
」

③
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

　「
学
び
に
向
か
う
力・人
間
性
等
」

高
校
で
の「
学
び
」が
変
わ
り
ま
す

　
三
つ
に
整
理
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
生
徒
に
育
む
た
め
に
は
、
生
徒
た
ち
の
頭
の
中

が「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」に
働
い
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
県
立
高
校
で
は
教
員
に
よ
る

「
主
体
的
な
学
び
」、「
対
話
的
な
学
び
」、「
深
い

学
び
」と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン

グ
の
視
点
で
の
授
業
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
校
で
は
、「
探
究
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
学
習
が
深
化
し
て
い
ま
す
。「
探
究
」学
習

で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
情
報

を
収
集
し
て
、
整
理
・
分
析
し
、
ま
と
め
、
表
現
し

て
い
く
総
合
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」や「
探
究
」

を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
I
C
T

　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」や「
探
究
」を

進
め
て
い
く
と
、
従
来
の
よ
う
に
、
教
室
内
で
全

員
が
同
じ
こ
と
を
、
同
じ
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
個
人
で
学
習
を
進
め

た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

多
様
な
学
習
活
動
が
、
教
室
内
外
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
大
き
な
支
え
と
な
る
の
が

I
C
T
で
す
。
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
設
定
し
た

課
題
に
関
係
す
る
文
献
を
調
べ
る
と
き
や
、
調
べ

た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
発
表
用
資
料
を

協
働
し
て
同
時
編
集
す
る
と
き
、 

I
C
T
は
大
き

な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
習
活
動
を

各
教
科
な
ど
の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
行
事

や
部
活
動
な
ど
で
繰
り
返
し
行
う
中
で
、
資
質
・

能
力
が
育
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

県
立
高
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
計
画

　
県
教
育
委
員
会
は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
　

S
t
y
l
e
」を
提
唱
し
、
教
科
指
導
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
用

を
進
め
る
た
め
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
I
C
T
機

器
を
各
学
校
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
４
年

度
も
、
県
立
高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
整
備
を
さ
ら
に
進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
順

次
、
生
徒
所
有
端
末
の
持
ち
込
み
を
含
め
た
一
人

１
台
の
端
末
環
境
を
整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。

一
人
１
台
。
使
い
方
は
大
丈
夫
？

　
生
徒
が
一
人
１
台
の
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
持
つ
と
心
配
さ
れ
る
の
が
、
長
時
間
の
利

用
や
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、

I
C
T
自
体
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
道
具
で
あ
っ
て
も
、
誤
っ
た
使
い
方

を
す
れ
ば
、
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

す
が
、
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生

活
は
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
、
使
用
す
る
側
が「
情
報
モ
ラ
ル
」を

意
識
し
て
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
教
育
委
員
会
は
、「
み
や
ぎ
情
報
活
用
ノ
ー
ト
」

や「
#
60
秒
情
報
モ
ラ
ル
」な
ど
、
学
校
だ
け
で
は

な
く
家
庭
や
地
域
で
も
活
用
で
き
る
情
報
モ
ラ
ル

教
育
用
の
教
材
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
積

極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で「
学
び
」が
変
わ
る 

情報モラル育成パッケージ
「#６０秒情報モラル」
（宮城県総合教育センター 
令和３年度専門研究・情報教育グループ）

みやぎ情報活用能力育成共同プロジェクト事業
「みやぎ情報活用ノート」
（宮城県教育委員会・仙台市教育委員会・ＬＩＮＥみらい財団）

特 集 2

県
立
高
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）活
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
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	ICTで「学び」が変わる


